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（　１　） 昭和39年１月10日創刊　　　第56巻第 7 号（通巻 667号）� 2019年（令和元年）7　月 1 日発行

2019 8 ８日（木）～９日（金）

　各地区安全衛生技術センターでは、普通・特別ボイラー溶接士
学科試験を2019年９月２日に実施いたします。当協会では下記の
要領により資格取得のための受験準備講習会を開催いたします。
（案内書及び申込書をご希望の場合はご請求ください。）

「移動式クレーン定期自主検査者安全教育」

開催日：2019 年 9 月 5 日㈭
会　場：江東区亀戸 6－41－20
　　　　機缶健保会館　地下 1階　講習会場
受講料：10,597 円（消費税込み・テキスト代含む）
※お問い合わせ、資料の請求は下記へどうぞ

公益社団法人　ボイラ・クレーン安全協会
東京事務所

〒136－0071　江東区亀戸6－41－20　機缶健保会館4階
電　話 ： 0 3 －3 6 8 5 －5 2 2 2
ＦＡＸ ： 0 3 －3 6 8 5 －5 7 4 6
URL http://www.bcsa.or.jp

四万六千日・ほおずき市（浅草寺／東京都台東区）� 写真提供 … 金龍山　浅草寺
　7月9日・10日、浅草寺境内を彩るほおずきの露店は、浅草の風物詩である。この両日は四万六千日の縁日があり、縁日にともなっ
て、ほおずき市が催される。浅草寺では月に1度、年に12回の功徳日を設けている。このうち7月10日は最大のもので、46,000日
分の功徳があるとされることから「四万六千日」と呼ばれる。境内は朝から晩まで参拝者で埋まる。観世音菩薩の功徳に感謝
して参拝し、ほおずき市を散策して江戸情緒を味わいたい。� （カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）
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全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和

３
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
て

以
来
、「
人
命
尊
重
」
と
い
う

崇
高
な
基
本
理
念
の
下
、「
産

業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災

害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広

く
一
般
の
安
全
意
識
の
高
揚

と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る

こ
と
」
を
目
的
に
、
一
度
も

中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら

れ
、
今
年
で
92
回
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
機
会
に
職
場
に

お
け
る
労
働
災
害
防
止
活
動

の
大
切
さ
を
再
確
認
し
、
積

極
的
に
安
全
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

　

２
０
１
９
年
度
の
安
全
週

間
は
、

　

新
た
な
時
代
に

　
　
　
　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

　

み
ん
な
で
築
こ
う

　
　
　
　

ゼ
ロ
災
職
場

　

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
展

開
し
ま
す
。

新たな時代にPDCA
みんなで築こう ゼロ災職場
計画（Plan）－実施（Do）－評価（Check）－改善（Act）

全国安全週間スローガン

本週間 2019 7/1～7

第
　
　  

回
92

　

二
〇
一
九
年
度
の
定
時
総
会
は
六
月
二
十
四
日
（
月
）
東
武
ホ
テ
ル
レ

バ
ン
ト
東
京
（
東
京
都
墨
田
区
錦
糸
一
丁
目
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
前
田
会
長
が
議
長
に
あ
た
り
議
事
の
審
議
に
入
り
、
二
〇
一
八

年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、
並
び
に
二
〇
一
九
年
度
事
業
計
画
案

及
び
同
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
第
56
回
ボ
イ
ラ
ー
溶

接
士
溶
接
技
能
競
技
全
国
大
会
・
第

50
回
記
念
ク
レ
ー
ン
運
転
及
び
玉
掛

け
技
能
競
技
全
国
大
会
及
び
安
全
管

理
優
良
表
彰
等
・
職
員
永
年
勤
続
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

総会々場

横田大会々長アーク溶接の部
優 勝

日鉄溶接工業㈱
石井尊士さん

半自動アーク溶接の部
優 勝

㈱前川製作所
野澤大輔さん

定
時
総
会
会
場

ク
レ
ー
ン
運
転
及
び
玉
掛
け

技
能
競
技
全
国
大
会

優
勝
チ
ー
ム

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
物
流
産
業 

本
宮
工
場
様

ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士

溶
接
技
能
競
技
全
国
大
会　

優
勝
者

　

東
北
発
電
工
業
株
式
会
社

　

利
府
製
作
工
場　

齋
藤　

翼
様

定
時
総
会

一
般
社
団
法
人 

東
京
都
溶
接
協
会

二
〇
一
九
年
度

　

定
時
総
会
・
表
彰
式
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

六
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

於 

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

溶接技術競技会  表彰式を開催
── 6月18日㈫　於 アンフェリシオン ──

　
一
般
社
団
法
人
東
京
都
溶
接

協
会
の
令
和
元
年
度
（
第
十
二

回
）
定
時
総
会
は
、
六
月
十
八

日
午
後
三
時
か
ら
東
京
都
江
東

区
亀
戸
一
丁
目
の
ア
ン
フ
ェ
リ

シ
オ
ン
で
行
わ
れ
た
。

　

総
会
は
横
田
会
長
を
議
長

に
選
出
し
て
議
事
の
審
議
に
入

り
、
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
報
告
が
承
認
さ

れ
た
あ
と
令
和
元
年
度
事
業
計

画
案
と
収
支
予
算
案
を
上
程
し

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
第
五
十

九
回
溶
接
技
術
競
技
会
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。
横
田
大
会

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
大
久
保

審
査
委
員
長
の
審
査
講
評
の
あ

と
、
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
入
賞

者
に
は
会
長
賞
、
東
京
都
知
事

賞
、東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞
、

江
東
区
長
賞
、江
戸
川
区
長
賞
、

ボ
イ
ラ
・
ク
レ
ー
ン
安
全
協
会

長
賞
、
東
部
地
区
検
定
委
員
長

賞
、
日
刊
工
業
新
聞
社
賞
、
産

報
出
版
賞
、
そ
し
て
各
部
門
の

上
位
（
三
位
ま
で
）
入
賞
者
に

会
長
特
別
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

最
後
に
後
援
団
体
と
来
賓
を

代
表
し
て
江
東
区
の
伊
東
地
域

振
興
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
約
一
二
〇
名
に
よ

り
懇
親
会
が
開
か
れ
和
や
か
に

歓
談
し
た
。
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■お問い合わせは　一般社団法人東京都溶接協会
　担い手育成担当　天野までお気軽にお申し付けください。

TEL 03−3685−5556
東京都溶接協会　中小企業担い手育成支援事業部

　指差し呼称は、作業者の不安全行動の防止に効果があるといわれている。「指差し呼称」により確認する対象としては下表の
ようなものがある。指差し呼称に必要な時聞はわずか１〜２秒であり、緊急事態への対応で秒を争うような特殊なケースは別と
して、通常の作業においては時間的なロスにはならず、また、作業者個人で行えるという特徴がある。

人 

の 

確 

認

自　　　分 ①位置（対象物との距離、周囲の危険物）
②姿勢（頭・腕・足・腰などの位置）
③服装（作業帽・作業服・ボタン・そで口など）
④保護具（ヘルメッ卜・あごひも・安全靴・靴ひもなど）

共同作業者 相手の位置・姿勢・服装・保護具・合図など

物 

の 

確 

認

計　器　類 指示計器（温度計、流量計など）、警報設備
操 作 機 器 ハンドル（右回りか左回りか）、バルブ（開か閉か）、レバースイッチ（オンかオフか）、

電源（開か閉か）、操作パネル（自動か手動か）、インターロックなど
治　工　具 ナイフ・スパナ・ハンマーなど（所定のもの、状態）
資材・製品などの
置き方

積み方（高さ）、位置・方向・角度

標　　　識 危険物・有害物、立入禁止、停止線、火気厳禁、表示ランプ
保　護　具 保護帽、保護メガネ、耳栓、マスク、手袋、安全靴、シートベルトなど（性能など）

参考文献「新しい時代の安全管理のすべて」大関　親 氏

指差し呼称で安全確認

　

東
京
都
溶
接
協
会
（
横
田
文
雄
会
長
）

は
、
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
「
中
小
企

業
担
い
手
育
成
支
援
事
業
」
を
受
託
し
、

受
講
者
の
募
集
を
開
始
し
た
。

　

受
託
を
し
た
の
は
「
建
設
２
（
設
備
工

事
業
）」
事
業
期
間
は
２
０
１
９
年
４
月

か
ら
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。
事

業
期
間
中
に
訓
練
生
に
対
し
て
、
技
能
検

定
３
級
程
度
の
資
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
基
本
級
な

ど
）
を
取
得
さ
せ
、
さ
ら
に
事
業
終
了
ま

で
に
技
能
検
定
２
級
程
度
の
資
格
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
専
門
級
な
ど
）
を
受
験
さ
せ
る
た
め
の

Ｏ
Ｆ
Ｆ
─
Ｊ
Ｔ
講
習
を
実
施
す
る
。

　

受
講
対
象
者
は
入
社
後
お
お
む
ね
３
年

以
内
と
し
、
年
齢
は
問
わ
な
い
。
ア
ル
バ

イ
ト
も
可
だ
が
、
外
国
人
実
習
生
は
除
く
。

　

東
京
都
溶
接
協
会
で
は
30
人
〜
50
人
規

模
を
想
定
し
、
東
京
都
溶
接
協
会
（
江
東

区
大
島
）
を
主
た
る
会
場
と
し
毎
月
開
催

す
る
予
定
。

中
小
企
業
担
い
手
育
成
事
業
受
託

５
月
か
ら
研
修
始
ま
る東

京
都
溶
接
協
会

「中小企業担い手育成支援事業」募集内容

・研修料は原則無償です。
・�毎月1回土日祝を含む連続した訓練帯7日間より�
訓練日を選択可能です（1日のみも可能）。
・�社員教育のお助けをいたします。人材育成に悩む
中小企業に朗報です。
・参加人数が集まれば出張研修も致します。
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講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL　http://www.bcsa.or.jp

日
時
・
会
場

　

◦
八
月
三
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
八
月
四
日（
日
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
八
月
二
十
四
日（
土
）　
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
九
月
八
日（
日
）　　
　
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

予
告

　

◦
九
月
十
四
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
九
月
十
五
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
月
五
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
月
六
日（
日
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時
・
会
場

　

学
科
＝
七
月
三
十
日（
火
）午
前
九
時
五
十
分
〜
十
二
時

　

実
技
＝
七
月
三
十
日（
火
）午
後
一
時
〜
午
後
五
時

二
、
受
講
料（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
五
、五
〇
〇
円

　

被
覆
ア
ー
ク
溶
接　
　
　

一
般　

一
六
、五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
八
、五
〇
〇
円

　

炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接　

一
般　

一
九
、五
〇
〇
円

学
科
の
み
の
受
講
も
可（
三
、六
〇
〇
円
税
込
）

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

受
験
準
備
講
習
会

１
日
▼
全
国
安
全
週
間（
〜
７
日
）

　
　
　

国
民
安
全
の
日

　
　
　

富
士
山
開
き

　
　
　

博
多
祇
園
山
笠（
〜
15
日
）

４
日
▽
米
国
独
立
記
念
日

５
日
▽
栄
西
禅
師
忌

６
日
▽
東
京
入
谷
朝
顔
市（
〜
８
日
）

７
日
▽
小
暑

　
　
　

七
夕

　
　
　

成
田
不
動
尊
祇
園
会

９
日
▽
東
京
浅
草
観
音
ほ
お
ず
き
市

　
　
　

鷗
外
忌

10
日
▽
第
14
回
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
展
示
会

　
　
　
（
〜
12
日 

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
）

13
日
▽
ぼ
ん
迎
え
火

　
　
　

東
京
靖
国
神
社
み
た
ま
祭

15
日
▽
海
の
日

　
　
　

ぼ
ん

16
日
▽
ぼ
ん
送
り
火

　
　
　

国
土
交
通
デ
ー

17
日
▽
京
都
八
坂
神
社
祇
園
祭

20
日
▽
東
京
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
シ
ョ
ー2019

　
　
　
（
〜
21
日 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

23
日
▽
大
暑

25
日
▽
大
阪
天
満
天
神
祭

27
日
▽
相
馬
野
馬
追
大
祭（
29
日
ま
で
）

30
日
▽
大
阪
住
吉
祭（
〜
８
／
１
）

31
日
▽
芦
ノ
湖
湖
水
祭

※�

行
事
・
祭
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
関
係
諸
団
体
に
ご

確
認
下
さ
い
。

七
月

文ふ
み

月づ
き

種類 講　習　名 7月～9月 10月～2020年3月

技　

能　

講　

習

玉 掛 け 技 能 講 習
栃木 7/2　8/6　9/3
埼玉 7/17　8/20　9/10
甲信 7/8　7/25　8/22

茨城 12/5　 栃木 10/1　11/12　12/3　1/21　2/4　3/3
埼玉 10/8　11/19　12/3　1/15
甲信 10/17　11/14　12/12　1/16　2/13　3/12

床 上 操 作 式
ク レ ー ン 運 転

茨城 7/4
栃木 7/23　9/18
埼玉 7/23　8/27
甲信 7/18　9/5

茨城 10/17　1/16
栃木 10/23　12/10　3/24
埼玉 10/16　11/26　12/17
甲信 10/24　11/21　12/19　1/23　3/26

小 型 移 動 式
ク レ ー ン 運 転

栃木 9/26
甲信 8/7

栃木 11/5　2/13
甲信 10/2　12/4　2/5

フォークリフト運転 栃木 7/8　7/12　8/20　9/13
埼玉 7/2　9/19

栃木 10/15　11/8　11/19　1/14　2/18　3/10
埼玉 11/6　1/21

ボ イ ラ ー 取 扱 茨城 8/27　 東京 8/8 東京 11/6　2/6
普通第一種圧力容器
取 扱 作 業 主 任 者

茨城 11/19
東京 12/12

は い 作 業 主 任 栃木 10/29

特
別
教
育

ク レ ー ン 運 転
特 別 教 育

栃木 7/30　8/27　9/10
甲信 7/29　8/29　9/17

栃木 10/8　11/26　12/17　1/28　2/25　3/17
甲信 10/30　2/20

高所作業車運転業務特別教育 栃木 7/17 栃木 1/8
フルハーネス型安全帯
使用作業の特別教育

福島 9/13
いわき 7/18　8/1　9/18

福島 10/3　12/9　2/10　3/25
いわき 11/5　12/24　1/27　2/10　3/23

安
全
衛
生
教
育

天井クレーン定期自主検査者 茨城 9/25　 栃木 8/2　 東京 7/12 埼玉 12/19　 東京 1/16
移動式クレーン定期自主検査者 東京 9/5　 甲信 8/4 茨城 11/13　 埼玉 11/13
移動式クレーン運転士 東京 8/4　 甲信 7/6 東京 3/8
玉 掛け業 務 従事 者
フォークリフト運転業務従事者 栃木 10/11

★日付は講習開始日です。詳細については、各事務所にお問い合わせください。出張講習のご要望も受け付けております。下記の各事務所にご相談ください。URL http://www.bcsa.or.jp

ボイラ･クレーン
安 全 協 会 〒136−0071 江東区亀戸６−41−20

機缶健保会館２階
TEL　03−3684−5551
FAX　03−3685−2189 茨 城 事 務 所 〒300−0875 土浦市中荒川沖町２−６

ツインビル３階
TEL　029−843−0740
FAX　029−841−1968

東 京 事 務 所 〒136−0071 江東区亀戸６−41−20
機缶健保会館４階

TEL　03−3684−5222
FAX　03−3685−5746 栃 木 事 務 所 〒322−0016 鹿沼市流通センター46番地 TEL　0289−72−1717

FAX　0289−76−6090

千 葉 事 務 所 〒260−0028 千葉市中央区新町18−10
千葉第一生命ビル２階

TEL　043−247−5532
FAX　043−247−5576 甲 信 事 務 所 〒400−0212 山梨県南アルプス市

下今諏訪610番９
TEL　055−287−9511
FAX　055−287−9512

埼 玉 事 務 所 〒330−0801 さいたま市大宮区土手町１−２
JA共済埼玉ビル６階

TEL　048−643−1543
FAX　048−643−1524 福 島 事 務 所 〒963−0547 郡山市喜久田町卸３−39 TEL　024−963−1855

FAX　024−963−1866

神奈川事務所 〒231−0007 横浜市中区弁天通４−59
横浜弁天通第一生命ビル３階

TEL　045−662−2860
FAX　045−662−8768 いわき事務所 〒971−8181 いわき市泉町本谷字作123 TEL　0246−58−9300

FAX　0246−58−9301
※厚生労働大臣登録検査関としてボイラー等・クレーン等、両方の性能検査を実施しています。上記の各事務所にご相談ください。

〈申  込  先〉
一般社団法人

東京都溶接協会
東京都江東区大島 3 ─ 1 ─ 11

産学協同センター内
TEL　03─3685─5448
FAX　03─3682─4902


